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罪が複数形で扱われている（ⅠCor15：3 tw/n am`artiw/n、Rom3：25 a`marthma,twn、Rom4：







24 dikaiou,menoi dwrea.n th/| auvtou/ ca,riti dia. th/j avpolutrw,sewj th/j evn Cristw/| VIhsou/ 
ただキリスト・イエスによる贖いの業を通して、神の恵みにより無償で義とされるので
す。  
                                 （新共同訳） 
25 o]n proe,qeto o` qeo.j i`lasth,rion dia. Îth/jÐ pi,stewj evn tw/| auvtou/ ai[mati eivj e;ndeixin th/j 
dikaiosu,nhj auvtou/ dia. th.n pa,resin tw/n progegono,twn a`marthma,twn  
神はこのキリストを立て、その血によって信じる者のために罪を償う供え物となさいま
した。それは、今まで人が犯した罪を見逃して、神の義をお示しになるためです。 
                                 （新共同訳） 
26 evn th/| avnoch/| tou/ qeou/（ pro.j th.n e;ndeixin th/j dikaiosu,nhj auvtou/ evn tw/| nu/n kairw/|（ eivj 
to. ei=nai auvto.n di,kaion kai. dikaiou/nta to.n evk pi,stewj VIhsou/Å 
このように神は忍耐してこられたが、今この時に義を示されたのは、御自分が正しい方
であることを明らかにし、イエスを信じる者を義となさるためです。 

















という考え方がパウロ的ではないこと。④25 節 b のeivj e;ndeixin th/j dikaiosu,nhj auvtou/
「神の義をお示しになるためです」と 26b 節のpro.j th.n e;ndeixin th/j dikaiosu,nhj auvtou/
「神の義を示すためであった」は原文では並列しているが、dikaiosu,nhj auvtouの意味が




































に見解が分かれ、聖餐説を取る学者の方が多い。その理由として 25 節のevn tw/| auvtou/ 
ai[matiと聖餐伝承である第一コリント書11：25のevn tw/| evmw/| ai[matiとの平行が挙げられ





で用いられていることはすでに述べた。avpolu,trwsij は Col1：14 ではth.n a;fesin tw/n 
a`martiw/nと複数の罪の赦しと結びついている。Eph1：7でもth.n a;fesin tw/n paraptwma,twn





































































































































































































































































































2 序論 1「公共性」の意味参照。 
3 序論 2 西欧近代の宗教的寛容論の問題点参照。 
4 ファラオ（''Pharaoh''）は、古代エジプトの君主の呼称。神権皇帝。古代エジプト語の















9 R.Bultmann, a. a. O., S. 47f. 
10 Käsemann, Zum Verständnis von Römer 3,24-26,” S. 97. 







13 この語は Hapaxlegomenaである。 
14 この語は Hapaxlegomenaである。 
15 i`lasth,rionについては後述参照。なお、i`lasth,rionはパウロ書簡ではこの箇所以外に
は見られない。 
16 パウロは通常、罪 a`marti,aを単数形で用いる。複数形の am`arthma,taが用いられている
のはこの箇所だけである。a`marti,aが複数形で用いられている箇所は第一コリント書
15：3、15：17；ローマ書4：7、第一テサロニケ書2：16である。 
17 Käsemann, a. a. O., S. 97. ケーゼマンは 3：26ｂの pro.j th.n e;ndeixin以下の文章におい
て重要な思想的変化があらわれており、パウロ自身に由来するものである、と指摘し
ている。 




                                                                                                                                                  
19 R.Bultmann, a. a. O., S. 47f. 84.；Käsemann, a. a. O.,S. 99f.  
20 贖罪具。契約の箱の上を被っていた用具を指す。 
21 Strack-Billerbeck,Kommentar zum NT aus Talmud und Midrasch,Bd.Ⅲ、München,1956, S. 
165-185. 
22 E.Lohse, Märtyrer und Gottesknecht, Göttingen, 1963, S. 66ff. 
23 E.Lohse, a.a.o., S. 152.  Ferdinand Hahn（熊沢義宣訳）「パウロおよびパウロ以降にお
ける神の義」神学ⅩⅩⅥ（1968）、12頁。；Karl Kertelge, Rechtfertigung bei Paulus, 
Münster, 1966, S. 57. はローゼに賛成する。またケーゼマンもその可能性を指摘して
いる。 
Käsemann, a. a. O., S. 99.  
24 E.Lohse, a.a.o., S. 152. 例えば第一コリント 15:3以下の伝承は非パウロ的であるとし
てセム語からの訳と考えられている。J.Jeremias,Die Abendmahlsworte Jesu, 1960, S.95 
ff.  
25 E・ケーゼマンは断定的には述べていないが、マルコ 14：24との関係を想定し、h` kainh. 
diaqh,khという思想を前面に出す。 














29 ai-ma の語は聖餐のみならず洗礼との関連でも用いられる。 
30 マルコ 1：4 Par．ルカ 1：77、24：47；使徒 2：38、5：31、10：43；コロサイ書
1：14；エフェソ書 1：17、に見られる。 
31 ai-maは第一コリント書 10:16、11:25、11:27に聖餐伝承の言葉として出る。 
32 例えば、ローマ書 4：25である。この箇所はしばしば、その関係代名詞による文体
と「文肢並行法」の故に、パウロ以前の定型句と判断された。paredo,qh（渡される）
という受動形の背後にはイザヤ書 53：12（七十人訳）の paredo,qh eivj qa,naton h` yuch. 
auvtou・・・・ dia. ta.j a`marti,aj auvtw/n paredo,qh（彼は死に渡された。・・・・彼らの
罪のために渡された）のテキストから解釈された第一コリント書11：23paredi,deto
の主の晩餐伝承がある。しかし、その一方で、24節のevpi. to.n evgei,ranta VIhsou/n to.n 
ku,rion h`mw/n evk nekrw/n（私たちの主なるイエスを死者たちから起こした）と 25節の
kai. hvge,rqh dia. th.n dikai,wsin h`mw/n（そして私たちの義のために起こされたのである）
と、原始キリスト教の洗礼の礼典において受洗者ないしは教団が歓喜をもって答え
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